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働き方改革におけるプロジェクト推進

組織、時間、場所に囚われないプロジェクト推進

どこでもいつでも 誰とでも

これまでは場所や組織の制約の中で、実際に会える範囲でプロジェクトを推進することしかできませ
んでした。
しかし、ネットワークが発展した現代では多様な働き方のメンバーを時間や場所の制約を超えて集め
ることで、より成果の高いプロジェクトを遂行することが可能になりました。



会議

チャット

ホワイトボード

グループウェア

ファイル共有

プロジェクト推進に求められる環境

今回は会議・チャット・グループウェアに着目



Cisco Webexを使ったプロジェクト進行

チャットと会議の相互利用が簡単に実現可能



Webexを使ったプロジェクトの立ち上げ

過去
Webexがない状態

①プロジェクト発足
メーリングリストを作成する
プロジェクト管理システムを使う

②メンバー招集
メーリングリストにメンバーを追加する

③情報共有
情報共有はメール
インタラクティブなコミュニケーションが
取れず速度感が出ない

④ミーティング
メールで日時調整する。
場所、時間の制約を受けてしまう

現在
webexがある状態

①プロジェクト発足
プロジェクトルームとして Teamsにス
ペースを作る

②メンバー招集
スペースに社内外問わず必要なメン
バーを招待する

③情報共有
WebexTeamsで時間、場所に囚われ
ず活発が議論が可能

④ミーティング
WebexMeetingsとの連携も簡単。必
要なメンバーの予定を調整して会議が
できる

今後
Xconを使うと

①プロジェクト発足
Webシステムからプロジェクト作成

②メンバー招集
発行されたURLを配布して招待

③情報共有
WebexTeamsで時間、場所に囚われ
ず活発が議論が可能

④ミーティング
Webシステムから会議日程を調整して
予約する



● 組織に囚われないプロジェクトへの参加

● 効率的な会議開催

よりプロジェクトを効率的に進行させるには？



● Webexを使っていない人への招待が手間
● 不特定多数に参加してもらいたいプロジェクトの招待が

大変

メンバー招待をより簡単で広範囲に

スペース作成後のメンバー招待が大変

解決策
スペースを作ったら、参加用URLを発行し、そのURLから
参加してもらえるようにすれば良いのでは？



勉強会などイベントでは不特定多数を対象とし、参加者側
の意思で参加するケースでURL発行は非常に便利です。

参加者は以下3ステップでスペースに参加できます
1. URLにアクセス
2. プライバシーポリシーに同意チェック
3. 参加ボタンでスペースに参加

URL発行で不特定多数参加イベントも簡単

イベントなど不特定多数を招待するスペース



● 参加者の予定を調整するのが大変
● 会議室の確保と予約が手間

会議開催の効率化

予定の調整が大変

解決策
グループウェアの情報を取得して候補日を出して、会議室
予約までしてくれる



Webブラウザでスペースの作成ができ、招待URLを生成ま
でをしてくれる

Outlookから空き時間候補を取得でき、会議室の予約まで
してくれる

今回の開発要件

APIを利用したWeb支援システム



開発機能一覧

スペース作成、招待機能
● Webexと連携したログイン
● プロジェクトのCRUDおよびWebexのスペース作成
● プロジェクト用URL発行
● URLからプロジェクト（スペース）に参加する機能
● 管理者によるログイン機能および管理機能

会議作成機能
● 空き候補出力機能
● 会議室予約機能



画面遷移図



システム構成

各種API呼び出し



利用API

Webex API
● List Rooms
● Create a room
● List People
● List Memberships
● Create a Membership

Microsoft Graph API
● findMeetingTimes
● Calendar events


